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❖ 心理学における時間 

心理学において，時間はさまざまな形で研究に取り入れられています。たとえば実験心理学では古くから反応時間と

いう形で時間が測定され，心的現象の指標のひとつとなってきました。発達心理学では時間に伴う心身の変化が研究さ

れています。そして，時間を中心的に研究する領域として“時間的展望”研究があり，指向性，現実性，時間的態度，時間

知覚などさまざまな側面から研究されています。マクタガートの時間論を発展させた野村による時間系列（e.g., 野村, 

2010）でいえば，時間的展望研究では主として A 系列の時間について検討されていると考えられます。 

❖ 自伝的記憶と時間的展望 

自伝的記憶とは，｢過去の自己に関わる情報の記憶｣（佐藤, 2008, p.3）と定義され，｢過去･現在･未来と時間的に広が

る自己の理解につながる研究分野であり，時間的展望研究と重なる部分が大きい｣（下島, 2008, p.8）とされています。 

たとえば，トラウマティックな出来事を経験した人にとっては，その時点で時間が止まったかのように感じられ，それが過

去にはならず現在と直接つながっているかのように体験されることがあります（白井, 2008）。過去を受け入れるとは，過去

を過去化することであり，そのことで時間が流れると白井（2008）は述べています。 

こういった問題に関係して，自伝的記憶と時間的展望との関連が探究され，以下のような興味深い現象が見出されて

きました。さらに白井（2008）は，過去を過去化し時間が流れる上で他者が重要な役割を果たしていること，そして他者と

の相互的なやりとりと一体感によって，時間が流れる・止まるという体験が生まれることを論じています。 

 

 

 

 

❖ 自伝的記憶とナラティヴ，心理療法 

自伝的記憶は他者との相互行為性のなかで物語られることが重要であり，それによって自己の生が了解され，自己の

生に意味づけと方向の感覚が与えられるという見解があります（岩田, 2008）。まさにこのような営みがなされているのが心

理療法の場であると考えられます。野村（2008）は，心理療法は他者の存在を前提として自己を想起し語る場面であり，そこ

では聴き手との関係性が過去の経験の記憶やその意味に変容をもたらすのではないかと論じています。また心理療法に

は，クライエントが過去を過去のものとして処理することを促している側面があるとも考えられています（野村, 2008）。関係性

に目を向けるということについて精神分析家の富樫（2013）は，自伝的記憶の内容というよりはむしろ語り合っている行為そ

のものの意味を見ることであり，自伝的記憶がその分析家とその患者とのその瞬間のその関係の文脈のなかで語られてい

ることを認識することであると述べています。 

またその一方で，野村（2008）が｢自己について想起された記憶のすべてが語られるわけでもなく，その多くは語らずに済

まされる｣（p.100）と述べているように，語られない記憶の意味・機能について考えることも大切ではないかと考えられます。 
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主観的時間と客観的時間の時隔感 

“もうそんなにたったのか”“まだそれしかたってい

ないのか”というように，主観的時間と客観的時

間の間にズレを感じること（下島･小谷津, 1999） 

テレスコーピング 

想起される時間が実際よりも短縮あ

るいは伸長して感じられる現象 
（e.g., Loftus & Marburger, 1983） 
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主観的時間的距離感 

過去の出来事がどの程度近くあるい

は離れて感じるかという感覚 
（Ross & Wilson, 2002） 


